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　今回調査の結果では「単身」の世帯が南丹市平均よりやや低く「夫婦のみ」「三世
帯」「夫婦と子」の割合が高めとなっている。
　年齢別に世帯の変化をみると、ライフサイクルと世帯の変化があらわれている。年
齢が高くなれば「夫婦のみ」「単身」が合計値に比べ高い割となっていく傾向がでて
いる。また、特に女性で高齢「単身」の傾向が明確に出ていること、「一人親と子」
の割合が多くの年齢で高い割合となっているなどの特徴がある。
　世帯構成別に介護の必要な家族と介護者についてみてみると、「三世帯」「夫婦と親」
の世帯で、「介護の必要な家族がいる」の割合が高く、また、それぞれ「同居してい
る」割合も高い。主な介護者は「三世帯」では「配偶者」、「夫婦と子」では、「未婚
の子ども」「父親」「母親」、「夫婦と親」では「配偶者」と「子どもの配偶者」、「一人
親と子」では「生計中心者」「未婚の子ども」、「夫婦のみ」では「生計中心者」、「単
身」では「結婚している子ども」の割合が合計値より高い。
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表Ⅱ－５６　世帯構成別にみた介護の必要な家族と介護者の状況
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４　生活問題とくらしの単位としての世帯

　生活問題はくらしの単位としての世帯に特徴があらわれる。ここでは、世帯構成別、あ
るいは介護の必要な家族のいる世帯や子どものいる世帯別にくらしの実態をみてみる。
　∏　世帯の変化（表Ⅱ－５５、表Ⅱ－５６、表Ⅱ－５７、表Ⅱ－５８、表Ⅱ－５９、表Ⅱ－６０）

　世帯構成は全体として「夫婦と子」２９�２％、「夫婦のみ」２６�４％が高い。「単身」世
帯は１６�９％、「三世帯」が１５�４％である。２００５年の国勢調査では、「夫婦と未婚の子」
と「単身」の割合がそれぞれ３割弱とほぼ拮抗している。南丹市全体（表Ⅱ－４７）で
は、「単身」が最も多く２７�５％、次いで「夫婦と子」が２４�７％と続いている。南丹市平
均と全国平気を比較してみると南丹市では「三世帯」の割合が高いのが特徴であろう。
年次推移からみると、全国的にも南丹市においても、今後「三世帯」が減少し「単身」
が増加していくことは間違いないであろう。

表Ⅱ－５５　性別年齢別世帯構成
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表Ⅱ－６０　南丹市におけるくらしの単位である世帯構成別世帯数の年次推移
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表Ⅱ－５９　全国の世帯構成別世帯数の年次推移
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表Ⅱ－５７　世帯構成別にみた介護の必要な家族の所在
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表Ⅱ－５８　世帯構成別にみた介護者
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くらしの中身国・自治体による社会保障・社会福祉くらしを支える条件
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合計値に比べ高いものの「通院が困難」「相談相手がいない」「老後のこと」「年金が少な
い」といった内容が合計値より高い割合としてあらわれており、厳しい状況である。
　介護の必要な家族のいる世帯におけるくらしの面での困りごとでは、いずれの世帯
においても困りごとが「ある」という割合が高く、特に「夫婦のみ」の世帯において
は９６�３％が「ある」としている。いずれの世帯においても「移動が困難」「家族の病
気・事故」「病人や老人・障がい者の介護」は高い割合である。加えて、「夫婦のみ」
の世帯では「地域の共同作業に出るのがむずかしい」「近所づきあいがむずかしい」
「相談相手がいない」などくらしを支える条件の項目が高い割のものが多い。「単身」
の世帯では、「ある」が１００％であり、「相談相手がいない」が高い割合となっている。
　「小学生以下の子どもいる世帯」においては、「子どもの通学・通園」「移動が困難」
といった項目や「地域の共同作業に出るのがむずかしい」「貯金ができない」「借金・
ローンの返済」「子どもの教育・進学」「子育てのこと」が合計値より高い。
　以上のように、生活問題はくらしの単位である世帯の状況によってあらわれ方が
違ってくる。
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表Ⅱ－６１　世帯構成別にみたくらしの面での困りごと（複数回答）
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　π　くらしの面での困りごと（表Ⅱ－６１）
　困りごとが「ある」と回答している割合が高いのは、「三世帯」「夫婦と親」「夫婦の
み」の世帯である。
　「三世帯」では、「自由な時間や休日がない」「就職が困難」「失業や事業の不振」「働
き手の死亡」「労働時間が長い」などの仕事に関わる内容をはじめ、「税金が高い」「物
価が高い」「災害時の備え」などのくらしの基盤にかかわる項目が合計値より高い割合
のものが多い。「夫婦と子」の世帯では、困りごとが「ない」という割合が合計値に比
べ高いものの、困りごとの具体的内容では「病人や老人・障がい者の介護」「貯金がで
きない」「借金・ローンの返済」「家計の赤字」「子どもの教育・進学」「子育てのこと」
といったくらしの中身に関する項目に合計値より高い割のものが多い。「一人親と子」
の世帯では、「収入が不安定」「賃金・事業収入が低い」「就職が困難」「税金が高い」
「移動が困難」といったくらしの基盤に関する困難、「地域での共同作業に出るのが難
しい」といったくらしを支える条件に関する内容、国・自治体による社会保障・社会
福祉では「保険料（税）が高い」、くらしの中身に関しては「家計の赤字」「結婚がむ
ずかしい」など深刻な状況となっている。「単身」では、困りごとは「ない」という回答が
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表Ⅱ－６３　世帯構成別にみた収入源（類型）
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表Ⅱ－６４　世帯構成別にみた就業者の構成（類型）
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　∫　くらしの基盤（表Ⅱ－６２、表Ⅱ－６３、表Ⅱ－６４）
　では、次に世帯構成ごとにくらしの基盤をみる。
まず、世帯構成別に階層構成をみてみると、「三世帯」で最も多いのは「自営業者層」
で３７％である。また、「ホワイトカラー層」「不安定雇用者層」「自営業者層」などが合
計値より高い割合となっている。「夫婦と子」でも「自営業者層」が最も多く３０�８％を
占めている。合計値に比べ割合が高いのは「ホワイトカラー層」「ブルーカラー層」
「自営業者層」である。「夫婦と親」でも「自営業者層」が多く３０�４％である。合計値
と比較して高いのは「経営者層」「不安定雇用者層」「自営業者層」である。「夫婦の
み」「単身」については「無業者層」が高い割合となっており、特に「単身」における
「無業者層」占める割合は約７割を占めている。
　収入源をみると、「三世帯」では「生計中心者と家族の仕事」「家族の仕事と年金」
といった項目が高い割合である。「夫婦と子」では「生計中心者と家族の仕事」「生計
中心者の仕事のみ」、「夫婦と親」では「生計中心者と家族の仕事」が高い割合となっ
ている。これは、就業者の構成からも明らかなように「三世帯」や「夫婦と子」の世
帯では、働いている家族が多く、くらしが世帯の成員によって力を合わせて営まれて
いる状況をあらわしている。一方「一人親と子」「単身」では、収入源が「生計中心者
の仕事のみ」あるいはそれにくわえて年金の割合が高くなっている。特に「単身」で
は就業者でも「働いている人はいない」割合が７割弱を占めているなど、くらしの基
盤が脆弱な状況となっている。

表Ⅱ－６２　世帯構成別にみた階層構成
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占めている。特に「一人親と子」は半数以上が「身内のみ」の類型である。一方、「単
身」では「身内と地域の方や専門職など」の類型が高い。
　地域活動では近所づきあいと同じく「三世帯」と「夫婦と親」では「参加している」
の割合が合計値より高く、「単身」では「参加していない」の割合が相対的に高い。
「一人親と子」「夫婦のみ」「単身」では「町内会のみ」の類型の割合が高く、「三世帯」
「夫婦と子」では「老人クラブや青年会・女性会や子ども会・ＰＴＡなど」の類型が割
合となっている。「夫婦と親」では「ボランティアやＮＰＯなど」「くらしに関する学
習会など」の割合が高く活動への参加に広がりがある。なお「単身」で「生協・業者
団体」が高いのは、宅配の利用の影響である。
　このように「三世帯」や「夫婦と親」の世帯では近所つきあいや地域活動、相談相
手など、地域での交流や協同・協力が幅広く展開されている。一方、「夫婦と子」「一
人親と子」「夫婦のみ」「単身」では交流に広がりがない。

表Ⅱ－６６　世帯構成別にみた相談相手
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　ª　くらしを支える条件（表Ⅱ－６５、表Ⅱ－６６、表Ⅱ－６７）
　近所づきあいでは「三世帯」と「夫婦と親」で「くらしのことで助け合っている」
の割合が合計値より高く、「夫婦と子」では「挨拶をする程度」が高い割合となってい
る。一方、「単身」は「ほとんどつきあっていない」の割合が合計値に比べ高いが、
「困りごとや悩み事を相談しあう」「家にあがりこんでつきあいをしている」といった
項目も高く、近所とのつきあいは二分されている。「夫婦と親」「夫婦のみ」ではくら
しのことで助け合っている項目が合計値より高い割合のものも多く、「一人親と子」で
は「緊急時の連絡や援助」といった、いざというときのつきあいとなっているのが特
徴的である。
　相談相手では、「三世帯」でいると回答している割合が９６�１％と高いが「一人親と
子」の世帯では「いない」と回答している割合が合計値に比べ高い。また、相談相手
の内容としては「三世帯」「夫婦と親」では「身内と知人・友人」など広がりがあるが、
「夫婦と子」「一人親と子」「夫婦のみ」の世帯では、「身内のみ」の類型が高い割合を

表Ⅱ－６５　世帯構成別にみた近所づきあい（助け合っている内容は複数回答）
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　º　家計支出の構造があらわすくらしむき（表Ⅱ－６５、表Ⅱ－６６）
　三世帯では、かさむものが「ある」と回答した世帯が９３�７％、きりつめているもの
が「ある」と回答した世帯が７８�７％であった。かさむものでは「主食費」「副食費」
「光熱費」「水道代」「ガソリン代・車の維持費」「交際費」「電話代・通信代」「看護・
介護のための費用」「教育費」「子どもや孫の養育費」「所得税などの税金」「酒・たば
こ」「民間の生命保険などの掛け金」などが合計値より高い割合である。きりつめてい
るものとしては「家具家庭用品代」「外食費」が高い割合である。「夫婦と子」の世帯
でも三世帯と同じく、かさむもの、きりつめているものが共に高い割合であった。共
に高い「三世帯」と比較すると、かさむものに「住宅ローン」が加わっている。また、
きりつめているものには高い割合の項目が多く「主食費」「光熱費」「外食費」「娯楽
費」「こずかい」などである。「一人親と子」「単身」ではかさむものが「ない」の割合
が高く、さらに「単身」ではきりつめているものも「ない」とする回答が高い割合で
ある。しかし、「一人親と子」では、かさむものの項目として「医者・薬代」といった
命に関わる項目や、「公的年金や医療保険などの保険料」など「所得税などの税金」と
いった個人ではどうしようもない固定的出費に関わる項目が高い割合である一方、「水
道代」「ガソリン代・車の維持費」「衣服・身の回りの品代」「家具・家庭用品代」など
が切りつめるものとして合計値に比べ高い割合となっており、厳しい生活状況が現れ
ている。生活に欠かせない「水道代」をきりつめているのは「単身」でも同様である。
　介護の必要な家族のいる世帯では、かさむもの、きりつめるもの共に「医者・薬代」
看護・介護のための費用」、などが高い割合で現れてくるとともに、各世帯の類型では
現れていなかった項目が高い割合として現れているのが特徴である。
　小学生以下の子どものいる世帯でも、かさむもの、きりつめているものともに「あ
る」が高い割合であり、住宅に関する費用や「子や孫の養育費」が家計を圧迫してい
る状況があきらかである。

　Ω　健康状態（表Ⅱ－７０）
　健康状態で特徴的な点は「一人親と子」の世帯で精神的なストレスによる症状が多
く現れていることである。「夫婦のみ」「単身」では身体的な疲労からくる症状の項目
で高い割合のものが多い。介護な必要な家族のいる世帯では、世帯員数のすくない
「夫婦のみ」「単身」で多くの項目で高い割合のものが多く、厳しい状況となっている。
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表Ⅱ－６７　世帯構成別にみた参加している活動（類型）
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表Ⅱ－６９　世帯構成別にみたきりつめているもの（複数回答）

表Ⅱ－６８　世帯構成別にみたかさむもの（複数回答）
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─　　─１３７
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ど自治会の取組に関すること、「ボランティア活動・地域福祉活動への参加者をもっと増や
す」１４�７％、「くらし・健康や福祉活動への参加者をもっと増やす」１３�９％といった社会福
祉協議会がその役割を発揮しなければならないことなどがあげられている。
　階層構成別にみてみると、「経営者層」では「ある」８２�８％、「住民同士の日常的な対話
交流を広げる」７５％、「身近な地域で住民のくらしや福祉について懇談する機会をつくる・
増やす」５８�３％、「高齢者や障がい者と子ども・若い人たちとの交流を広げる」５４�２％など
が５割を超えて高い。また、合計値と比較しても全ての項目が高い割合となっている。
　「ホワイトカラー層」でも「ある」の割合が８１�４％と高く、「住民相互の日常的な対話交
流を広げる」６８�５％など高い割合となっている。合計値と比較すると「住民相互の日常的
な対話交流を広げる」「身近な地域で住民のくらしや福祉について懇談する機会をつくる・
増やす」といった住民同士で進める活動についての項目が高い一方、「行政の施策を分かり
やすく住民に知らせる」「くらし・健康や福祉に関わる職員と住民が交流・学習できる機会
を増やす」「身近な地域に障がい者や子ども、高齢者などがいつでも利用できる施設を整備

─　　─１３６

５．まちづくりの条件と地域福祉の課題

　住民の主体的か参加と協力による地域福祉の活動をすすめ、ひろげるためには、そのた
めの条件が必要である。
　今回調査においては、まちづくりを進める上で必要と思われる条件は以下の通りであっ
た。（表Ⅱ－７１、表Ⅱ－７２）
　最も多かったのは「住民相互の日常的な対話交流をひろげる」４４�７％、次いで「高齢者
や障がい者と子ども・若い人たちとの交流を広げる」３１�３％、「身近な地域で住民のくらし
や福祉について懇談する機会をつくる・増やす」２６�４％といった住民による活動や交流で
あった。さらに、「行政の施策を分かりやすく住民に知らせる」２６�４％、「身近な地域に障
がい者や子ども、高齢者などがいつでも利用できる施設を整備する」１９％といった行政に
よる条件の整備や広報の課題、「民生委員・ボランティアと自治会の協力・連携を広げる」
１７％、「自治会が住民の身近なくらしや健康・安全・防犯などの問題に取り組む」１６�９％な

表Ⅱ－７０　世帯構成別にみた健康状態（複数回答）
身体的疲れによる症状具

合
の
悪
い
と
こ
ろ
が

あ
る

総
数

目
ま
い
が
す
る

ど
う
き
や
い
き
ぎ
れ

腕
や
手
が
し
び
れ

る
・
痛
い

あ
ま
り
歩
か
な
い

足
が
重
い
・
だ
る
い

歯
が
悪
い
・
虫
歯
が

あ
る

ひ
ざ
が
痛
い

背
中
や
腰
が
痛
い
・

だ
る
い

肩
・
首
す
じ
が
こ
る

血
圧
が
高
い
・
低
い

��������������������������������������（����）���％
合 計

�������������������������������

�������������������������������������（����）���％
三 世 帯

�����������������������

������������������������������（����）���％介護の必要な家
族がいる世帯 �������������

������������������������������������（����）���％
夫 婦 と 子

������������������������

������������������������������（����）���％
夫 婦 と 親

�������������

�������������������������������（�����）���％介護の必要な家
族がいる世帯 ������������

��������������������������������������（����）���％
一 人 親 と 子

���������������

��������������������������������������（����）���％
夫 婦 の み

�������������������������

������������������������������������（����）���％介護の必要な家
族がいる世帯 ��������������

���������������������������������������（����）���％
単 身

�������������������������

�������������������������������������（����）���％介護の必要な家
族がいる世帯 ���������������

������������������������（����）���％
そ の 他

��������

��������������������������（����）���％小学生以下の子ど
も が い る 世 帯 ������������




